
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大きく育つ いのちのために 

 済生会は、明治天皇の「生活に困窮して医療を求めることができない人々の 

ために、薬を与え、医療を施して生命を救う道を広めたい。」という御心に沿って

明治 44(1911)年に設立しました。 

 この医療に恵まれないすべての人々に手を差し伸べるという創設の精神を基本

理念に、東京に本部、40 都道府県に支部を置き活動しています。病院のほか児童

福祉施設等の施設を有し、日本最大の社会福祉法人として、全職員が愛と希望を

モットーに医療・保健・福祉活動を展開しています。 

社会福祉法人
恩賜

財団済生会について 

みやぎ乳児院 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 赤ちゃんの保護と養育 

様々な事情によって家庭で赤ちゃんのお世話ができないときに、一時的にお預かりし、24 時間 365 日を通して

赤ちゃんのお世話をお手伝いします。 

人の育ちにおいてとても重要な時期ですので、赤ちゃんが安心して健全に育つように、チームで力を合わせて

大切に育てます。 

専門的養育機能・一時保護機能 

② 保護者や里親の支援 

乳児院は離れて暮らす親と子の関係性を繋ぎ、家庭に帰るためのサポートを行い、帰宅後も必要に応じて支援

します。 

里親家庭と巡り会えた時は、出会いから始まる新しい家族を、ともに寄り添い、しっかり支えていきます。 

親子関係構築支援機能・再出発支援機能・アフターケア機能 

③ 地域の子育て支援 

どの子ども達も、暮らしている地域の中で、地域の方の見守りのもと健やかに育っていける事を目指します。 

乳児院では、各市区町村との契約により、一時的に利用する「ショートステイ（子育て短期支援事業）」や 

「病児・病後児保育事業」、地域の親子の遊び場の提供や相談援助を行うこと等様々な事業に取り組み、地域 

で暮らす子どもとその保護者の支援にも力を注いでいきます。 

地域子育て支援機能 

④ 保育士の養成 

乳児院では、保育士や看護師がもっている乳児保育の専門性や家庭支援、里親支援機能を活かして、大学や 

専門学校等から保育士等をめざす実習生を受け入れ、その育成に努めていきます。 

人材育成機能 

乳児院の機能 
 

みやぎ乳児院では、多機能化・高機能化を目指して、施設整備を行っています。 

また、地域の子育て支援も機能の一つであり、本施設の１階には「地域交流スペース」 

を配置しています。 

更に入所児を含めて親子支援、再出発のための支援（家族再統合や里親委託等）ができ

るよう、家庭支援ユニットを配置しました。 

よう、家庭支援ユニットを配置しました。 

県・市児童相談所からの措置に基づき入所する乳幼児の保護・養育支援を行います。 

また、下記のようなサービス活動を行っていくこととしています。 

＜県・市児童相談所受託事業＞       ＜市町村受託事業＞ 

・児童一時保護受託            ・子育て短期支援事業（ショートステイ） 

・小規模ホームでのグループケア      ・病児・病後児保育事業 

・里親のレスパイト受託 

※更に地域のニーズに応じた子育て支援活動を検討していきます。 

  乳児院では… 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設の紹介 ※令和５年 9 月に富谷市成田地区に移転しました。 

【施設概要】    ・定員 35 名         ・構造規模 鉄骨造 3 階建 

・延床面積 2,301.92 ㎡         ・敷地面積 3,681.981 ㎡ 

１F 

２F 

３F 

・地域交流スペース 

→地域開放としても利用可能です。室内には遊びスペースとシステムキッチンも用意しております。 

今後はセミナーや勉強会、子育てママやパパの集い等での利用も展開していきます。 

・クリニック部門            ・病児・病後児保育部門 

→小児科診療所になります。        →病後児及び病児の預かり保育を行います。 

・給食部門               ・事務部門 

→子ども達の健康を第一に考え、毎日食   →法人全体や乳児院の事務に対応します。 

 事を提供します。季節によって行事に 

 応じたお楽しみ献立もあります。 

 
・乳児生活ユニット 

→乳児（新生児から１歳半頃）の生活空間となります。大きな窓のあるほふく室で、ハイハイやつかま

り立ちでも身体を沢山動かす事ができます。 

また、病児室・観察室兼一時保護・ショートステイにも対応します。 

・職員部門                 ・業務部門 

→子ども達の毎日を 24 時間見守る職員の空間。 →子どもたちの衣類のほつれ修正や洗濯を行います。 

ちょっと一休み、リラックス空間もあります。  毎日の衣服やタオル等を清潔に保ちます。 

・乳幼児生活ユニット         ・家庭支援ユニット 

→乳幼児（１歳半から３歳）の生活空間と →里親さんとの出会いや、離れている親子を繋ぎ家庭に戻 

なります。家庭に近いお部屋の造りになっ  るための養育訓練や、宿泊のできるお部屋になります。 

ています。 

・心理療法部門 

→子ども達やその家族に対して、必要に応じた様々な心理的ケアを行っています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人
恩賜

財団済生会支部 宮城県済生会 

子どもの医療と乳幼児の保護・子育て支援を担います 

〒981-3341 富谷市成田八丁目4－6 

TEL:022-351-5140 

https://miyagi-saiseikai.com 


